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資料５高尾山古墳保存と都市計画道路(沼津南一色線)整備の両立に関する協議会（第3回）

総合的評価について



整備案 整備案概要図 交通機能 史跡空間
実現可能性

事業費 補償件数

整備案Ｂ

西側Ｔ字４車線

・朝夕ピーク時等において、交差点に起
因する渋滞等が生じる可能性がある。

・道路が屈曲することに起因する衝突事
故が発生する可能性がある。

⇒渋滞対策、事故防止に関する詳細な検
証が必要。

・安全性等に配慮した適切な交差点設計
が不可欠。

※信号の設置等については、公安委員会
との協議が必要

・神社境内と古墳を一体的に回遊するこ
とが可能である。

・駐車場から平面的に古墳へのアクセス
が可能である。

・約５億円
（最小）

・建物補償 ３件
(うち再補償１件)

・用地買収
1,400㎡ 11件

(うち再買収
1,200㎡ ９件)

整備案Ｇ

西側Ｔ字２車線
＋

東側トンネル２車線

・朝夕ピーク時等において、交差点に起
因する渋滞等が生じる可能性がある。

⇒渋滞対策に関する詳細な検証が必要。

※信号の設置等については、公安委員会
との協議が必要

・整備案Ｂに準じる。

（トンネルの出入口で史跡回遊エリア
やアクセスが一部制限される。）

・約３５億円

・建物補償 ２件
(うち再補償０件)

・用地買収
800㎡ 11件

(うち再買収
700㎡ ９件)

整備案Ｅ

西側Ｓ字２車線

＋

東側トンネル２車線

・特に大きな問題は無い。

（国道１号との接続には留意）

・約３７億円

・建物補償 ５件
(うち再補償２件)

・用地買収
1,800㎡ 14件

(うち再買収
1,500㎡ 11件)

整備案Ｄ

西側Ｓ字２車線

＋

東側２車線

・古墳墳丘の一部が東側２車線の下に
埋没し、史跡回遊エリアが限定される。

・駐車場からのアクセスには横断歩道橋
を通る必要がある。

・約８億円

・建物補償 ５件
(うち再補償２件)
＋神社倉庫

・用地買収
2,100㎡ 15件

(うち再買収
1,800㎡ 12件)

整備案Ｆ

西側Ｔ字２車線

＋
東側２車線

・朝夕ピーク時等において、交差点に起
因する渋滞等が生じる可能性がある。

⇒渋滞対策に関する詳細な検証が必要。

※信号の設置等については、公安委員会
との協議が必要

・約５億円
（最小）

・建物補償 ２件
(うち再補償０件)
＋神社倉庫

・用地買収
1,200㎡ 12件

(うち再買収
1,100㎡ 10件)

整備案Ｈ

西側トンネル２車線

＋
東側２車線

・特に大きな問題は無い。

（国道１号との接続には留意）
・約２６億円

・建物補償 ０件
(うち再補償０件)
＋神社倉庫

・用地買収
500㎡ １件

(うち再買収
500㎡ １件)
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■実現可能性において「課題大」と評価した３案を除く６案について、３つの観点から相互に比較する。

上表の文字色の凡例

赤字：相対的に優れる

青字：相対的に劣る


